
 

介護支援専門員（ケアマネジャー） 

資格の種類 

国家 公的 その他 

 

●介護支援専門員とは 

 介護保険制度において、居宅介護支援事業所（ケアプラン作成機関）、および介護保険施設（特別養護老人ホーム、

老人保健施設、療養型病床郡等）において、介護サービス計画（ケアプラン）を作成する専門職です。 

 また、市町村から委託を受けた場合には、要介護認定のための調査を実施することも職務となっています。 

 

●資格取得方法 

 介護支援専門員は、保健・医療・福祉の各種専門職及び実務経験を有する者の中から養成するという考え方で、下

記図１の資格と実務経験の要件を満たした場合、実務研修を受講するための試験を受けることができることとなって

います。試験に合格した上で、研修を受講することが必要となります。いずれにしても５年ないし10年の実務経験を

要求しているので、新卒や転職の際に事前に獲得できるものではありません。 

 

●介護支援専門員の資格取得コース（受験資格） 

 図１の第１号から第４号該当職種及び業務従事期間のいずれも満たす者であって、かつ要援護者に対する直接的な

援助が本来業務として明確に位置づけられていることが必要です。 

 なお、次の①から⑦の該当者については、試験に合格し、介護支援専門員実務研修を修了しても、登録を受けるこ

とができません。 

 ①成年被後見人又は被保佐人 

 ②禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなるまでの者 

 ③介護保険法その他国民の保健医療若しくは福祉に関する法律で政令に定めるものの規定により罰金の刑に処せ

られ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなるまでの者 

 ④登録の申請前５年以内に居宅サービス等に関し不正又は著しく不当な行為をした者 

 ⑤介護保険法第69条の38第３項の規定による禁止の処分を受け、その禁止の期間中に第69条の６第１号の規定によ

りその登録が消除され、まだその期間が経過しない者 

 ⑥登録の消除の処分を受け、その処分の日から起算して5年を経過しない者 

 ⑦登録の消除の処分に係る行政手続法第15条の規定による通知があった日から当該処分をする日又は処分をしな

いことを決定する日までの間に登録の消除の申請をした者(登録の消除の申請について相当の理由がある者を除

く)であって、当該登録が消除された日から起算して５年を経過しない者 



 

【図１】 

 

  ・実務経験５年以上とは：従事期間５年以上かつ従事日数900日以上 

  ・実務経験10年以上とは：従事期間10年以上かつ従事日数1,800日以上 

  ※介護支援専門員は登録後５年ごとに更新研修があります。 

  ※受験資格の詳細については各都道府県の担当課までお問い合わせください。 

  ※平成27年度の試験より、解答免除が廃止されます。 

 

●試験について 

(1) 申込期間・試験日 

   〔申込期間〕7月上旬～中旬   〔試 験 日〕10月 

(2) 問い合わせ先 

    岡山県 保健福祉部 長寿社会企画班 

    〒700-8570  岡山市北区内山下２－４－６   TEL ０８６－２２６－７３２６ 

    岡山県保健福祉部長寿社会課ホームページ 

    URL：http://www.pref.okayama.jp/soshiki/35/ 

 

①医師、歯科医師、薬剤師、保健師、助産師、看護師、准看

護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、義肢装具士、

視能訓練士、あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師、

柔道整復師、管理栄養士、栄養士、歯科衛生士、精神保健

福祉士、社会福祉士、介護福祉士 

②施設等において必置とされている相談援助業務または法

律に定められた相談援助業務 

 

 相談援助業務に従事する者で社会福祉主事任用資格等を

有する者であることが必要 

③介護等の業務に従事した者で社会福祉主事任用資格保有

者、介護職員基礎研修課程または訪問介護員養成研修２級

課程修了者であることが必要 

 上記③以外の人で介護等の業務に従事した者 
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